
                 

 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

熊本市保育園連盟の各園の皆様方におかれましては、日頃より、本市の 

保育・教育の推進に格別のご尽力をいただきまして、心より御礼申し上げます。

また、新型コロナウイルス感染症の拡大が続く中、密な行動を避け、消毒や換気

の徹底など、感染拡大防止に取り組まれながら、保育を行われている皆様方に

深く感謝申し上げます。 

私は、令和 3 年 4 月に、熊本市保育幼稚園課長を拝命いたしましたが、新型コロナウイルス感

染症への対応に多くの時間を費やした 1 年であったと感じております。 

 本市といたしましては、次々と襲ってくる感染症の波に対し、保健所と連携し、ワクチンの早期接

種や抗原検査キットの配布などに取り組むとともに、濃厚接触者の調査期間の短縮、幅広なＰＣＲ

検査、登園自粛の要請、一部休園の導入など、感染拡大防止と保育の実施の両立に向け、できる

限りの方策を講じ、皆様方へのご協力をお願いしてきたところです。 

そのような中、コロナ禍の保育につきましては、これまで当然のように行われていた子どもへのか

かわり方の見直しが求められ、行事等についても中止せざるを得なくなるなど、ご苦労が絶えな

かったことかと思います。しかし、一方では、工夫を凝らして新たな園内活動や行事等を考え出し、

子どもたちや保護者から非常に喜ばれたというお話しを聞かせていただいたり、また、密を避ける

ために物理的な距離が遠くなった保護者ともＩＣＴを活用してスムーズに行われるようになったと

いうお話しも聞かせていただいたりしております。 

 このような困難な状況下においても、皆様方が知恵を絞り、乗り越えていかれていることに対し

まして敬意を表しますとともに、コロナが収束した後の新しい保育の在り方に立ち向かう先生方の

力強さを感じているところでございます。 

 さて、本市では、従来から待機児童対策について「保育の受け皿の確保」、「保育の担い手の確

保」、「入所事務の改善」の 3 つの柱を中心に取り組み、令和 3 年度も待機児童ゼロを達成するこ

とができました。これも、熊本市保育園連盟の皆様方のご協力あってのものであると、改めて感謝

申し上げます。引き続き、待機児童、保留児童が一人でも減少するように取り組んでまいりますと

ともに、新型コロナウイルス感染症への対応をはじめ、新たな課題等に対しましても、皆様のご意

見をいただきながら、本市が掲げる「誰もが安心して子育てできる環境づくり」に取り組んでまい

りますので、熊本市保育園連盟の皆様方には、なお一層のご理解とご協力をお願いいたします。 
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信頼をされる保育はまず安全 No.1 

コロナ禍での保育について 熊本市保育幼稚園課 課長 伊藤 和貴 
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安全は一人の目よりみんなの目 No.2 
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No.3 子どもらの安全守る保育士愛 

35 の園にご協力をいただきありがとうございました 

 



                 

 

 
 

新型コロナウイルス感染拡大防止により

延期・中止する場合がございます。 
3 月の予定 

保育士のやりがいを感じた瞬間 ひでみ保育園 

  園生活最後の 1 年こそはと楽しい行事を予定していましたが、 

コロナ禍の影響で延期や中止になり、子どもたちも私達もとても残念

な思いをしました。そんな中で最後の発表会はどうにか開催出来ない

かと話し合いを重ね、保護者の方々のご協力のもと有観客で行うこと

が出来ました。例年よりも演目数を減らし、遊戯・和太鼓に取り組みました。練習をしていく中で子

どもたちと一緒に振り付けを考えたり、友だち同士で教え合う姿、心

を一つにした和太鼓の力強い響き、大好きなお家の方に見てもらうこ

とが出来て、嬉しそうに輝いていた子どもたちの瞳。そのすべてを間

近で見守ることが出来る保育者というこの仕事に、改めて大きなやりがいを感じました。 

これからも様々な状況が考えられますが、子どもたちや保護者の

方々と一緒に感じた、この大きな喜びを力にして乗り越えていきたい

と思います。 

 

 

 

臨 時 総 会 3 月 16 日（水） 
くまもと県民交流館パレア 

10F パレアホール 

心の目いつも開いて安全保育 No.4 

 

ご結婚おめでとうございます 

有明保育園   令和 4 年 1 月１1 日 保育士  山崎 真紀先生（旧姓：山下） 

えのみこども園 令和 4 年 2 月 19 日 保育教諭  源  真我先生 

 


